
E∃

隼
田
匝l

蘇
±宝
亘旦
巨当
行

研 究 研 済 経離 東 胃 も 誓 窟 芸

濃 麹 璃 魔 球

競 式 第 潜 畳 :第

月 五 年 六 十 和 昭

(禁

持

載
)

フ
ラ
ン
ス
の
封
支
経
済
進
出
の
回
顧
-
･･-
経
済
畢
佃
士
高

垣

景

次

郎

重
慶
政
府
の
戦
時
金
融

集権政
策
-
…
-
-
･-
･
‥
-
十

鬼

盛

攻

法

家

の

経

済

思

想
･･-
･･･-
-
-
-
･･･越
野
学
士
穂

積

文

雄

江
海
関
通
貨
の
推
移
-
-
･･-
･･-
･･-
･･商

畢

士
大

谷

孝

太

郎

ト∵ LiiiiiiTa

東
亜
触
骨
政
策
の
理
念
…
･･‥
‥
･･･三
･

-
糾
桝
学

士

出

日
柄
覇
守
に
都
け
る
清
朝
の
財
政
政
琴

-
縛
折
学
士
柏

支
那
紡
績
労
働
請
負
制
度
の
様
式
-
･･三
･･
締
潜
単
士
岡

支
望

郷
㍑

ヶ
ネ
I
と
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
-
経
済
学
士
河

支
那
銀
行
制
度
の
調
撃

-
-
-
-
-
-
≡
-
経
済
学
士
徳

東
碇
経
済
圏
に
於
け
る
米
生
産
の
要
撃

･･
経
済
学
士
大

東
相
贋
域
経
済
の
鵠
替
政
琴

･･･三
････････
霊

草
博
士
谷

H

重

蔵

r'.ヽ

LhLL

訓

点
巧

胡
叫

部

利

良

野

健

二

永

活

行

上

兼

虞

口

吉

彦

貴 賓 閣 斐 有 嘩 蕃



江

海

関

通

貨

の

推

移

大

谷

孝

太

郎

支
那
輯
関
の
関
税
其
の
他
徴
収

(並
に
戻
税
交
付
)
に
｢
通
用
｣
す
る
化且
幣
を
ー
手
交
貨
幣
は
固
よ
り
.
計
算
卑
世
､
振
替
貨
鮪
を
も
含
め
て
'

亥
に
蒋
関
通
貨
と
柄
す
る
こ
と
と
す
る
O
洛
闘
中
の
歴
倒
的
大
宗
た
る
江
埠
関
白
,
tl
も
上
海
港
関
は
常
に
他
港
間
を
誘
導
し
光
っ
た
が
'
確
最
近

に於

T
.
紅
海
関
通
貨
は
猫
白
の
推
移
を
な
し
衆
っ
た
O

.

文
部
幣

制

S
l庫
葦
と

僧
綱
穐
貨

の
推
辞

.I
園
硯
閲
の
紺
税
其
の
他
徴
収
に
計
算
単
位
と
し
て
且
又
手
交
貨
幣
.
振
替
貨
幣
と
し
て
逮
捕
す
る
も
の
は
自
明
的
に
其
の
園
の

法
貨
た
る
ペ
く
.

一
国
の
法
貨
は
昔
然
其
の
国
の
関
税
徴
収
に
通
用
す
べ
し
'

1
開
館
制
の
轡
革
に
は
関
税
通
貨
の
推
移
は
自
明
的

に
含
ま
れ
る
.
と
い
ふ
l
見
常
然
と
見
え
る
事
理
は
'
制
度
の
統

1
と
整
備
と
を
誇
る
所
謂
先
進
聞
き
へ
.
自
国
法
貨
償
値
安
定
に

自
信
な
き
際
に
は
.
必
ず
し
も
敢

へ
て
履
み
行
は
す
.
寧
ろ
金
達
徴
収
の
如
き
別
の
方
途
に
出
で
た
所
で
あ
る
｡
こ
れ
勿
論
財
政
収

入
重
要
項
目
た
る
闘
税
収
入
の
賛
債
低
を
し
て
自
国
法
貨
の
ヂ
ヴ
ア
リ
ユ
エ
ー
シ
ヨ
ン
忙
追
随
せ
し
め
ず
'
安
定
を
保
持
せ
し
め
ん

I..,g
ll

が
た
め
に
外
な
ら

ぬ

O

支

部
に
於
て
は
幣
制
と
海
関
通
貨
と
の
碑
離
は
寧
ろ
常
態
と
し
て
事
襲
下
の
今
日
に
揖
い
て
ゐ
る
｡
支
部
幣

制
の
襲
革
に
封
し
て
海
関
通
貨
の
推
移
は
'
大
鰹
に
於
て
平
行
せ
る
､
然
し
必
ず
し
も
平
行
せ
ざ
る
別
個
の
軌
跡
を
引
い
て
ゐ
る
O

紅
海
開
通
貨
の
推
移

第

1
巻

三
六
七

第

二
凍

七
九



江
曙
関
通
貨
の
推
移

第

1
巻

三
六
八

第
二
就

八
〇

此

の
帝
髄
の
基
調
を
な
す
も
の
は
失
張
支
那
の
幣
制
不
統

一
貨
幣
慣
値
不
安
に
封
虚
し

て
外
債
支
柵
を
確
保
す
べ
く
海
関
収
入
賃
借

値
を
安
定
的
な
ら
し
め
ん
と
の
財
政
的
昔
風
に
存
す
る
け
れ
ど
も
.
其
の
上
に
固
有
停
木
の
事
情
や
運
命
的
な
事
件
が
携
さ
は
つ
て

事
態
を
著
し
-
複
雑
化
し
て
ゐ
る
G

(
註
こ

イ
タ
リ
ー
が
紙
幣
ワ
ラ
の
憎
値
下
落
を
机
に
し
て
関
税
の
金
建
徴
収
制
を
設
け
､
帝
政
ロ
シ
ア
が
紙
筒
ル
ー
ブ

ル

と
金
貨
ル
ー
ブ
ル
と

の
雛
然
統
適
し
て
空

J
都
-
問
職
の
岳

に
依
る
御
他
車
巾
っ
Ll都
側
の
み
な
ら
.Il･}

北
米
倉

的
剛
が
関
税
収
納
を
仝
いた

附
の
み

に
限
耗
L
itliJ
L
,も

亦
幣
制
JJ
跳
棚
減
仙掛
･t.の
和
縦
の
前
例
で
や
わ
0

聞
知

の
如
-
'
支

部
幣
制
改
革

の
根
葉

は
夙
に

l
八
九
五
年

(
米
綿
二
十

一
年
)
日
清
戟
季
直
後
以
釆
緯
々

現
れ
ね
｡

!
八
九
五
年

(光
緒
二
十

1
年
)

順
天
滑
車
胡
廼

宗

一
八

九

六

年

一
八
九
七
年

一
九
〇
三
年

1
九
〇
三

-
四
年

1
九
〇
四
年

一
九
〇
七
年

1
九
〇
八
年

一
九

一
二
年

l
九

二
二
年

(光
緒
二
十
二
年
)

(光
綿
二
十
三
年
)

(光
緒
二
十
九
年
)

(米
綿
二
十
九

･-
三
十
年
)

(光
緒
三
十
年
)

(光
緒
三
卜
三
年
)

(光
緒
三
十
凹
年
)

(民
閲
元
年
)

(民
国
二
年
)

7九
7
四

年

(民
閲
三
年
)

監
終
御
女
王
鴫
雲

絶
埋
衛
門
給
事
盛
宜
懐

追
放
使
塵
議
榎
宜
冶

海
関
楓
税
務
司
ロ
バ
1
-

耽
読
公
使
胡
維
徳

国
際
食
管
要
点
骨

張

之

洞

度
支
部
載
揮
公
等

上

･
論

.ゲ
イ
セ
リ
ン
グ

幣
制
要
具
骨

劉

菟

執

染

啓

超

金
本
位
泉

金
本
他
案

金
本
世
業

金
本
他
案

(英
国
金
橋
集
)

ハ
1
-

金
満
替
本
位
呆

金
銀
併
行
本
位
案

ゼ
ン
ク
ス
巣

(金
満
菅
本
位
某
)

銀
両
本
位
案

銀
元
本
仕
呆

鉄
嗣
本
位
集

金
鳥
菅
本
位
某

銀
元
本
仕
案

金
鉱
併
行
本
位
美

濃
凍
仕
業

金侶琴著 ｢中国幣制問題｣｡
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∫

7
九
一
七

年

(民
国
六
年
)

T
九

7
八
年

(民
国
七
年
)

7
九
二
八
年

(属
国
十
七
年
)

1
九
二
九
年

(民
国
十
八
年
)

1
九
三
五
年

(民
国
二
十
四
年
)

7

-
ゲ

ル

幣

制
委
員
禽

職
制
改
革
借
款
申
込
の
際

野
汝
寂

の
金
券
候
例

全
国
経
済
骨
頭

肘
政
専
門
委
長
骨

ブ
イ
ク
タ
-

･
サ
ツ
ス
I
ン

銀
南
本
世
業

金
銀
併
行
本
位
集

金
食
管
本
位
案

金
銀
併
行
本
位
案

暫
行
革
刀
本
他
案

(金
本
位
採
用
滴
定
)

ケ
メ
ラ
ー
案

(金
箱
菅
本
位
案
)

上
梅
金
額
案

主
な
る
も
の
の
摘
録
を
試
み
て
も
幣
制
改
革
案
は
か
く
の
如
-
踊

々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
｡

改
革
案
の
彬

々
た
る
に
も
拘
ら
ず
､
幣
制
改
革
の
rh
.'積
は
鋲
-
に
も
審

々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
要
項
革
命
前

1
九

一
C
年

(畳

紙
二
年
)
の
幣
制
則
例
と
其
れ
を
承
受
せ
h7
革
命
後

一
九

山
四
年

(民
国
三
年
)
の
圃
常
備
例
と
に
於
て
銀
元
本
位
制
の
採
用
を
見
た

る
後
､
支
那
は
荏
清
瀬
草
内
乱
に
牛
改
段
-
.
国
民
革
命
北
肢
完
了
綾
上
擬
の
重
囲
柾
済
南
軍

縮
京
の
生
娘
財
政
禽
浦
を
経
て

1=

一
九
三
五
年

(属
国
二
十
四
年
)
歴
史
的
な
る
幣
制
改
革
を
遂
行
し
た
の
で
あ
っ
た
｡
然
る
に
'
翌
々
1
九
三
七
年

(民
国
二
十
六
年
)

一話
三

の
封
日
猪
突
に
俵
-
折
角
仕
蓬
げ
た

｢
管
理
琴

冗
本
位
｣
の
港
篠
も
嘗
南
京
政
府
の
逃
親
と
其
の
改
植
及
び
経
済
的
基
礎
の
愉
落
'

其
れ
に
封
磨
す
る
同
系
通
貨
即
ち
聯
鎌
穿
'
華
輿
券
'
日
本
軍
票
の
出
硯
に
伐

っ
て
'
誓

っ
て
は
世
人
を
し
て
驚
嘆
せ
し
め
た
其
の

健
垂
性
を
脅
さ
れ
'

事
襲
深
化
と
共
に
嚢
弘
の
慶
を
増
し
'

咋

1
九
四

〇
年

(民
国
二
十
九
年
)
春
三
月
の
国
民
政
府
遠
都
と

其
れ

よ
り
九
ケ
月
後
の
新
法
幣
の
誕
生
覆
展
忙
依

っ
て
漸
層
法
幣
鵬
陣
営
に
分
裂
し
た
貌
と
孜

･51

其
の
問
相
杭
等
す
る
と
と
と
相
成

っ

た
｡

ij海
関
通
貨
の
推
移

第

l
巻

三
六
九

第

二
班

八

一



江
海
関
通
貨
の
推
移

第

"
啓

三
七
〇

第

二
既

八
二

(
註
二
)

接
伴
の
本
位
制
腰
を
以
丁
礼
赫
鞠
は
銀
本
位
制
な
-
と
い
ひ
'
林
維
英
は
外
国
為
替
本
位
制
と
い
ひ
'
林
貨
は
管
琴

R
本
位
制
と
い
ふ

に
射
し
て
.
宮
下
小仙
椎
氏
は
銀
輪
出
平
衡
税
的
管
撃
R
本
位
制
と
呼
ば
ん
と
す
る
.
接
鰭
は
銀
輪
出
平
衡
税
関
係
丈
で
銀
貨
宜
と
結
び
つ
い
て
ゐ
る

の
で
は
な
い
.
宮
下
思
桃
常

｢
支
那
貨
印
刷
戊
論
..0

か

1
る
安

部
簡

仰
の
瞳
革
に
不
即
不
離

の
関
係

に
倍
-
洗
う
て
海
関
通
貨
は
如
何
に
推
移
し
た
か
と
い
ふ
に
'

一
八
五
八
年
以
来

I;i.
i

転
倒
汁

哲
d
･ju
･1J
k
絹
至
父
托
鮪
と
hn
凱
朝
が
維
立
し
.
所
謂
膝
銀
桐
た
る
帖
的
鵬
を
討
胡
m甲
侶
と
し
各
軍
1F比
賢
妹
､外
的
頂
幣
､鋭

L山朴卦rJ

元
､
銑
元
券
を
千
変
慣
髄
と
し
て
荏
博

一
九
二
5
年
に
及
び
､
比

の
牢
二
月
の
在
関
金
阜
仲
設
定
に
依
っ
て
海
関
柄
に
代

へ
て
梯
断

＼許
五
.
証
Iバ)

金
単
位
を
以
て
輸
入
税
'
埠
頭
税
､
俊
涌
硯
徴
収
の
計
算
旦
位
と
す
る
と
と
に
穿

-

'

つ

い

で
湛
閑
の
戻
税
交
付
が
海
関
振
出
の
中

央
銀
行
死
金
単
位
小
切
手
を
以
て
せ
ら
れ
'
同
小
切
手
が
輸
入
税
~
埠
頭
税
'
津
浦
硯
の
支
輔
に
使
用
し
得
る
こ
と
と
な
-
'
更
に

同
年
四
月
十
六
日
以
降
江
海
随
に
於
て
文
飾
ふ
べ
き
輸
入
税
は
上
海
中
央
銀
行
の
梅
関
金
単
位
約
束
手
形
又
は
同
行
が
承
認
し
た
る

海
関
金
単
位
小
切
手
を
以
て
す
る
こ
と
が
出
奔
'
其
の
た
め
に
同
行
に
梅
関
金
旦
付
首
座
預
金
口
座
を
開
-
こ
と
が
出
来
る
棟
に
な

-
､
空

1
九
三

一
年
五
月

一
日
よ
-
は
中
央
銀
行
が
関
金
食
襖
算
を
敬
愛
す
る
こ
と
が
出
奔
､
江
海
関
に
於
て
輸
入
税
其
他
金
単
位

の
女
親
に
無
制
限
に
収
納
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
｡

而
し
て
'

1
九
三
三
年
三
月
十
日
以
降
､

障
柄
改

元
に
基
き
'

輸
出
株
.

樽
口
稗
等
の
上
述
金
運
位
に
伐
る
も
の
以
外
の
諸
税
に
就
い
て
は
絶
て
銀
本
位
達
に
て
且
錬
本
付
常
に
で
徹
せ
ら
れ
る
と
と
と
な
つ

(顎
七
)

た

｡

(
室

二
)

滝
駅
南
の
創
定
は

1
八
四
三
年
の
五
撃
退
蘭
書
程
公
布
の
時
に
遡
る
.
同
輩
稲
第
八
催
第
九
傭
参
照

C

然
れ
ど
も
其
れ
は
設
定
せ
ら
れ

た
だ
け
で
賓
施
せ
ら
れ
仁
か
つ
L
!.
其
れ
が
確
立
し
茸
施
せ
ら
れ
た
の
は

l
八
五
八
年
天
津
候
的
締
結
ー
外
国
人
祝
棉
司
制
度
採
用
以
衆
で
あ
る
｡
英

文
天
樺
低
的
第
三
十
三
催
伺
候
約
附
腐
通
商
規
則
第
円
候
第
十
候
参
照
J
S
ta
nl
e
y
F
.
W
r
igh
t.C
h
tn
a
's
S
tru
g
gl
e
fo
r
T
a
rilf
A
u
to
rLO
m
y
‖

)8
4
3
-
)9
3
8
.
p
.2
5
-
3
2
,
p
5
4
～
5
8
.
p
t0
2
-
)6
B



(註
四
)

一
裾
関
南
の
重
畳
は
理
念
上
58
3
r30
グ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
が
'
賓
際
は
5
8
114
7
グ
レ
ー
ン
乃
至
5
89
グ
レ
ー
ン
の
間
を
社
凍
L
t
若

局

58
1.47
グ
レ
ー
ン
に
踊
し
た
も
の
の
如
-
で
あ
る
D
琴
刀
の
海
関
柄
へ
の
換
算
は
庫
平
両
七
縄
二
分
品
位
900
の
銀
元
な
ら
ば
S
L56
.65
-
H
k
.

L
Is.100
と
定
め
ら
れ
'

後
$
155.(.,3
-
H
k.
L
ts
.)0
0
と
訂
正
せ
ら
れ
た
｡
E
.
K
an
n
.
T
h
e
C
u
rre
n
c
ieso
f
C
h
in
a
.
2
n
d
ed
.
p
78
,

A
p
p
e
ndix
ll.
W
rig
h
t.
o
p
.
l
it.,
p
.2
7-
28.
D
o
,C
h
in
a.s
C
u
sto
m
s

R
e
v
enu
e
sin
ce
th
e
R
e
volutio
n
o
p
19tt,
p
.2
3
.
根
岸

越

智
前
端
蕃
三
〇
五
月
o

(誼
lrg
)

一
九
三
〇
年

i
月
二
十
日
.tj
梅
田
号
K
,ソ
テ
日
ク
｢
一
九
三
〇
年
二
月

1
日
及
ヒ
其
ノ
以
降
ハ
'拓
外
ヨ
リ
ノ
輸
入
品
二
封
ス
ル
関
根
計

貨
ノ
単
位
-
シ
テ
'
掘
関
舶
ハ
土
チ
層
-1
シ
'
金
単
位
チ
採
用
ス
0
此
ノ
革
位
ハ
純
金
苦

)866
セ
ン
チ
グ
ラ
ム
二
相
苫
ス
ル
チ
以
テ
'

光
度
0
.40

ド
ル
郎
チ
英
貨
)9
.72.6
5
ペ
ン

ス
､
日
誌
0
.8
02
5
固
二
相
富
ス
云
々
｣
.

(註
六
)

1
九
三
〇
年
一
月
二
十
七
日

付
江侭
榊
号
杯
に

｢於
人
税
チ
基
礎
-
ス
ル
関
税
例
へ
ハ
人
内
地
子
口
規
､
埠
瑚
税
'
竣
浦
税
ノ
如
キ
モ

ノ
ハ
従
塩
視
徒
慣
槻
共
二
涼
協
会
揖
仕
削

二
依
り
'
碓
氷
ノ
通
り
五
分
ノ
輸
入
税
率
チ
増
進
-
シ
テ
徴
収
ス
｡
佃
､
輸
出
税
'
徳
沢
U
枕
r
出
内
地

千
日
柵
茨
収
税
ハ
佐
山･i
ノ
年
1
拭
田
河
二
伐
り
上
チ
徴
収
ス
｣
と
あ
る
0

1ヽ｢一
一1/

.)
11
.
lL＼
一..lL

〉
PL
L'TL′..,Hリ
･u･､1ノ
rliZ.TJ
ヽ
＼ノ
.t■亡JtL
Lr']
TT]_

一ヽノ一_
1'1ヽ一
AL]｢
｢or一0

か
-
し
て
描
閑

地
常
の
引
算
単
位
･tJ
子
安
貸
衛
4
,に
剖
離
し
た
制
度
は

i
八
五
八
年

に
碓
立
し
て
以
舜
肇

に
七
十
有
髄
年
の
生
命

を
保
ち
'
近

々
十
年
前
よ
-
'
海
相
桶
に
代
る
計
算
単
位
と
し
て
海
関
昇
任
の
設
定
.
其

の
適
梢
の
輸
入
税
面

へ
の
限
定
'

つ
い
で

梅
関
金
笹
位
の
手
交
背
幣
化
即
ち
梅
関
金
単
位
に
於
け
る
海
関
計
算
選
任
と
海
関
手
交
貨
幣
と
の
合
致
'
換
言
す
れ
ば
其
の
剥
離
の

訂
正
､
而
し
て
'
輸
出
税
面
の
銃
先
に
於
け
る
計
算
単
位
と
千
変
貨
幣
と
の
合
致
と
い
ふ
段
取
り
を
以
て
'
海
関
通
貨
は
計
算
単
位

と
手
交
墳
幣
と
の
別
離
し
た
制
度
か
ら
其
の
合
致
し
た
る
制
度
に
推
移
の
歩
を
進
め
た
.
合
致
と
い
っ
て
も
素
よ
-
完
全
な
合
致
で

は
な
い
｡
輸
入
税
面
に
於
て
銀
元
へ
銀
痢

(顧
嗣
改
元
以
前
)
其
の
他
の
通
貨
を
以
て
も
'時

々
公
昔
せ
ら
る
べ
き
此
債
で
換
算
の
上
'

､t;]<
.

納

税
し
得
る
定
め
で
あ
っ
た
か

ら

､

其

の
限
り
で
は
未
だ
海
相
計
算
単
位
と
手
交
貨
幣
と
の
間
に
備
姫
隙
存
し
た
-
と
い
は
な
け
れ

江
海
関
通
貨
の
推
移

第

一
着

三
七
)

第

二
拭

八
三



江
海
関
通
貨
の
推
移

弄

l
馨

二
七
二

第
二
就

八
四

ば

な
ら
な
い
｡
輸
入
税
面
と
特
出
硯
面
と
の
喰
弘
達
ひ
も
亦

一
つ
の
特
徴
た
る
を
夫
は
な
い
｡

(
註
八
)

!
九
三

〇
年

¶
月
二
十
日
江
海
関
が
海
関
金
堅
位
制

を
･]Tn
lL
L
'告
示
文
中
に

｢関
税
ノ
支
所

ニ
7
･8L･ツ
テ

ハ
徒
爽
ノ
如
ク
畢

R
銀
両
共

ノ
他
ノ
通
詮
サ
1
.r

h'ル
｡
-
テ
篠

へ
シ
｣
と
あ
る
｡

其
の
後

一
九
三
五
年
十

一
HTl
三
日
の
鮭
史
的
な
る
幣
制
改
革
に
際
し
て
'
海
関
通
貨
に
於
て
も
港
定
紙
幣
即
ち
港
幣
が
銀
元
に
取

っ
て
代
る
1
.,
い
ふ
撃

平
が
艇
っ
鷺

山
の
策
士
/㌍
許
の
外
は
在
郷
据
相
通
緒
附
舵
は
上
述
の
通
り
の
仕
轡

忙
は
て
運
皆
せ
･i.1Lれ
て

=

九
三
七
年
表

今
攻
覇
嚢
に
辺
逢
し
'
事
額
の
進
行
に
つ
れ
て
茸
ね
て
薮
大
な
る
推
移
を

供
俄
な
-
せ
ら
れ
た
｡
海
関
の
元
締
紅
梅
閲

に
就
い
て
い
へ
ば
'
寄
燈
が
進
行
し
た
る

1
九
三
九
年
九
月
関
金
食
換
算
及
同
小
切
手
が
退
場
し
た
代
-
に
聾
興
券
が
計
算
単
位
且

手
交
貨
幣
と
し
て
茸
場
す
る
こ
と
と
な
-
'
更
に
そ
れ
か
ら

一
年
四
ケ
月
後
に
は
新
法
幣
の
出
現
に
伐
っ
て
右
等
興
算
が
週
場
し

て

新
法
幣
が
之
に
代
る
こ
と
と
な
っ
た
o

此
の
如
き
潅
開
通
儀
の
推
移
を
跡
づ
け
る
こ
と
は
有
意
義
な
こ
と
と
息
は
れ
る
D
事
壁
ま
で
の
推
移
の
跡
は
播
威
あ
る
喜
門
豪
に

俵

っ
て
既
に
懇
切
に
説
き
震
rrJ
れ
て
ゐ
る
忙
ち
か
い
｡
筆
者
は
本
稿
に
於
て
印
象
兼
.だ
生
々
し
い
亭
轡
後
の
江
海
関
通
貨
の
推
移
を

取
扱
は
う
と
思
ふ
｡
華
興
界
導
入
の
時
期
と
新
法
幣
誕
生
後
と
に
段
別
す
べ
き
で
あ
ら
う
0

〓

江
海
関
通
貨

へ
の
華

興
券

の
導

入

民
国
二
十
八
年
八
月
末
常
時
の
中
支
新
政
楢
た
-
し
椎
新
政
府
は
江
海
関
を
平
信
裸
に
接
収
し
た
o
椎
新
政
街
並
に
.U
れ
と
提
携

す
る
日
本
側
に
と
り
て
敵
方
で
あ
る
中
央
銀
行
の
信
用
通
貨
で
あ
る
海
関
金
券
及
同
小
切
手
は
最
早
江
海
関
通
貨
と
し
て
通
用
す
る

Wrlght,China'sCustomsRevenuesincethe]Re.･,,,lutionof1911.
Do.,China'sStruggleforTarlffAutonomy･
宮下忠雄著 ｢支那貨幣制度論｣三七七一四二八官C.
筒,事襲後の紅海闘通貨の推移に就いて,上海 日本帝二亡骨言墓所 ｢経済 月幸艮｣
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事
を
許
容
す
べ
き
で
な
か
っ
た
し
'
維
新
政
府
博
下
の
健
全
無
比
な
る
｢
法
貨
｣
た
る
華
興
券
は
嘗
然
江
海
綿
収
入
確
保
上
江
海
綿
通

貨
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
し
'
何
首
時
津
髄
の
賢
際
外
貨
債
値
と
公
定
外
項
慣
値

(従
っ
て
公
定
の
金
畢
仕
法
鰭
値
)
と
の
閃
き

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

の
篤
に
従
量
税
の
極
度
に
低
減
す
る
危
険
を
防
ぐ
べ
き
で
あ
っ
た
L
t
同
じ
事
由
の
た
め
に
輸
入
品
従
慣
税

が
外
貨
建
の
場
合
(即

'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'

ち
第
三
図
品
)
と

法
幣
違
又
は
日
本
聞
達
の場
合
(即
ち
日
本
品
)
と
で
後
者
の
場
合
が
著
し
-

不
利
で
あ
る
JJ
い
ふ

不
公
正
を
匡
正

す
べ
き
で
あ
っ
た
｡
江
海
関
を
接
収
す
る
や
椎
新
政
府
は
直
ち
に
右
諸
鮎
の
調
整
に
手
を
染
め
'
八
月
二
十
九
日
附
財
政
部
の
名
を

以
て
左
の
如
-
布
昔
し
､
先
づ
江
海
相
通
貨
と
し
て
葦
興
券
の
導
入
を

一
般
に
同
つ
て
宣
言
し
た
O

維
新
政
将
財
政
部
布
告

本
年
九
月
7
日
以
降
江
柘
調
ノ
輸
出
入
故
紙
乃
;iil其
他
各
項
ノ
納
入
ハ
ス
へ
テ
華
輿
容
子
以
テ
慎
嘩
-
ナ
ス

凡
ノ
愉
入
校
及
･U
附
加
枕
ノ
溶
鋼

女
駄
作
サ
以
･T
謝
雌
.人′
ル
詩､
ノ
苛
郷
久
,:
.T
華
卵
類
プ
L
.:
ポ
Tl:珂
メ

共
ノ
拭
昨
1.[
以
テ
収
T<
F,,
り
■ノ
ハ
日
柄
郎
;･im朝
公
朝
rF･毎
日
公
1LTg･ス
-i

pJ･.IT乱
入.tp,
,∵
･.
_
.,
I.l
l.:
,/
:
..≡
.
.

こ
れ
と
同
時
に
維
新
政
府
は
江
海
関
監
督
に
対
し
右
の
賛
確
方
に
付
左
の
命
令
を
敬
L
t
関
金
免
換
準
正
に
同
小
切
手
を
海
関
通
貨

か
ら
逐
払
出
し
た
｡

維
新
政
府
ノ
江
海
関
監
督

二
輿

へ
タ
ル
命
令

に
海
甜
監
督
ハ
江
海
関
チ
シ
テ
中
華
民
国
二
十
八
年
九
月

r
日
以
降
輸
出
入
稔
其
他
ノ
梅
悶
諸
収
入
チ
華
輿
券
又
ハ

公
定
ノ
換
算
率
二
依
り
育
法

幣
チ
以
テ
約
･人
セ
シ
メ
粧
関
金
券
及
同
小
切
手
ノ
収
納
チ
停
止
七
シ
ム
へ
シ

石
膏
法
幣
ノ
華
輿
券
換
算
率
ハ
堀
閲

監
督
之
テ
公
示
ス
へ
シ

淳
闘
手
交
骨
髄
と
し
て
の
関
金
党
換
算
並
に
同
小
切
手
を
廉
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
'
計
軍

早
位
JJ
し
て
癌
関
金
単
位
は
何
之

を
存
繍
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
此
の
政
存
命
令
を
受
け
た
江
海
相
監
督
は
直
ち
に
其
の
旨
を
含
ん
で
八
月
三
十

1
日
附
左

江
梅
園
通
貨
の
推
移

第

7
番

三
七
三

第

二
既

八

五

(昭和十五年八月叔).
雑誌 ｢支那研究｣第五十八披講-Tl思増穂 ｢綾子海関金風位制度論｣Q



.-d
梅
舶
通
貨
の
推
移

弟

t
啓

三
七
四

第

二
猷

八
六

の
草

不
を

一
般

に
向

け
て
費

し
､
菅
法
幣
の
崩
落
に
偏
へ
て
'
換
算
率
轡
更
に
つ
き

基
準
を
設
け
た
o

江
海
関
骨
示

政
府
命
令

二
依
り
九
月

"
日
以
降
海
関
金
単
位
歩
盈
同
小
切
手
ニ
ヨ
ル
関
税
納
入

ハ
之
チ
受
理
セ
ス
ェ轡
ア
ノ
関
税
及
諸
収
入
ハ
撃
輿
歩
又
ハ
法
幣

二
億
テ
納
入
ス
ヘ
シ

痢
関
金
;1
位

二
ハ
榊
粥
腿
ア
キ
モ
常
山
滴
捉
ノ
射
共
六
片
ヲ
隈
は

ト
ス
ル
下
灘

ハ
考
曜

二
人
レ
サ
ル

trT11

ノ
ー
K
帥
チ
徴
税
換
鮮
密

ハ
僻田
地
…柴
Eiノ
慣

,
~ノ
∩HH
一
lノノ

l.I
ll甘
.】~
･,<7

lIJ
笛
H
,
｣】｢1
-

`

1ノ
J
I

江
海
関
監
督
は
右
の
如
-
江
海
関
通
貨
へ
の
葦
興
券
の
導
入
を

1
椴
に
布
告
す
る
と
共
に
､

更
に
其
の
逆
相
に
つ
き
江
海
関
長
に
向

け
命
令
を
萌
し
て
趣
旨
の
徹
底
'
遥
輔
の
誤
-
な
き
を
期
し
た
｡

江
海
関
監
督
ヨ
リ
江
梅
閲
兵

二
輿

へ
タ
ル
命
令

江
海
関

二
於
ケ
ル
輸
出
入
税
其
仙
ノ
海
関
諸
収
入

ハ
中
華
民
国
二
十
八
年
九
月

1
日
以
降
左
記
候
項

二
基
キ
率
照
券
又
ハ

蕪
法
幣
チ
以
テ
納
入
七

シ
ム
へ
シ

記

1
.
海
関
余
券
及
同
小
切
手

三
伏
ル
収
納

ハ
之
テ
停
止
ス
ヘ
シ

二
､
寝
間
食
草
仕

ハ
英
化兄
上ハ
片

二
相
笛
ス
ル
通
鑑
旦
仕

二
付
従
来
宮
韓
館

二
付
認
メ
タ
ル
1
志
二
片
牛
ノ
名
目
率
チ
其
ノ
儀
表
用
シ
テ
之
チ
換
算

ス
ヘ
シ

(
規
在

一
粧
閑
令
単
位

ハ
右
通
貨
単
位
二
･
三
九
六
-
ナ
ル
)

三
､
海
関
金
単
位
ノ
準
興
券
及
商
法
術

換
算
率
甑

二
奮
法
幣
ノ
寧
興
券
換
算
率

ハ
江
梅
閑
監
督
ノ
公

示
ス
ル
所

三
伏

ル
ヘ
シ

四
､
輸
移
出
品
ノ
認
枕
伯
栢

ハ
華
輿
券
建
-
ス
へ
シ

五
､
輸
入
品
ノ
課
税
慣
柘
算
定

1)
常
-
テ
ハ
外
貨
建
市
場
償
格

ハ
華
輿
券
ノ
食
管
相
場

二
依
り
先
ツ
華
興
券

1L換
算
シ
定

二
所
定
ノ
換
算
率

二
依

り
金
単
位

二
換
算
ス
ヘ
シ

但
日
本
金
津
iE
場
償
柏

ハ
上
梅

二
於
ケ
ル
相
場
チ
以
テ

7
臆
法
館

二
換
算
シ
所
定
ノ
換
算
率

二
依
り
金
単
位

二
換
算
ス
へ
シ



か
-
し
て
'
江
海
関
通
貨
か
ら
関
金
食
換
算
及
同
小
切
手
は
退
場
し
'
代
-
に
華
興
券
が
手
交
貨
幣
と
し
て
且
叉
計
算
単
位
と
し

て
登
場
す
る
こ
と
と

一
席
定
ま
っ
た
｡
輸
入
税
面
に
於
て
海
関
金
単
位
が
計
算
単
位
た
る
こ
と
に
は
何
等
轡
-
は
な
い
｡
開
金
券
及

同
小
切
手
の
退
場
に
よ
-
'
輸
入
税
面
に
於
て

l
且
合
致
に
向
つ
た
計
算
単
位
と
手
交
貨
幣
と
は
再
び
剥
離
す
る
に
至
っ
た
｡
帯
出

硯
面
に
於
て
も
.
課
税
償
柊
が

一
席
華
興
券
達
と
な
っ
た
の
で
'
賛
際
手
交
せ
ら
れ
る
も
の
が
背
法
幣
で
あ
る
隈
-
で
は
､
叉
計
算

単
位
と
手
交
貨
幣
と
の
剥
離
が
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡

輸
入
税
面
に
於
て
依
然
海
関
食
草
伐
が
計
算
単
位
と
し
て
採
ら
れ
る
限
り
'
手
交
貨
幣
た
る
華
興
券
並
に
嘗
法
幣
と
梅
関
金
単
位
と

の
換
算
方
に
つ
き
常
然
定
め
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
此
の
度
の
江
海
関
通
貨
改
革
前
に
於
て
は
､
海
閲
金
邑
位
を
以
て
琴

不
せ
ら
れ

た
る
輸
入
税
額
に
該
常
す
る
法
幣
願
を
算
出
す
る
に
は
､
倫
敦
金
相
場
に
よ
-

1
海
関
金
単
位
に
相
富
す
る
純
金

C
)二
ハ
○
山
八
六

才
ク

17
J
tj
讃
雀
利
鞘
を
等
比
し

こ
が
史
上
猫
封
英
端
懲
相
場
を
以
て
際
し
て
碍
･i.名

ベ
Jyv,
山
海
関
金
単
位
の
元

(
漁
徴
)
借
促

に
海
関
金
単
位
税
額
を
粟
す
る
t
と
い
ふ
仕
方
に
掘
っ
た
O

(註
九
)

倫
敦
愈
相
場
A
ペ
ン
ス
な
-
と
せ
ば
'

?

入

y

7(=
)(lr.f笥
妙
僻
帝

1

韓

蛋

紗

髄

詩
=
某
沖
CI.6
0
18
6
6
9
.
9.
ト

0
.0
6
4
79
84
8

9
..
7~

ト
-
)
5
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L/
-
ヾ
･
T
I)
JT

480
g
.
v
-
y
･

T
T)4
=
)
ヰ
ヾ
加
･
丁□
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･
.
r

･
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､
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･
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･
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著
し
､
倫
敦
金

相

場

二

月

ンス
七

ポ
ン
ド

九

シ

-

ン
ダ
八
片

と
す
れ
ば

.
1潅
関

金
牡

仕
の
英
貨
相

島
は
0
.0
19
35
x
t796
ス
y
N
=
34
175.<
y

x
で
あ
る
.
而
し
て
､
上
海

封

英

系

替
相
場

丁
ソ
リ
ン
ダ
ニ
ペ
ン
ス
串
な
り
と
せ
ば
､

江
寝
繍
通
貨
の
推
移

第

t
巷

三
七
五

第
二
披

八
七



江
悔
開
通
息
の
推
移

T

jt

-
)
蔀
BE)紗
rEB
寺

)奇習
紗
僻
耳
=
3
4
7
5
'1
ヾ
R

t4.
5
人

y
A
I
1
jf,
I

X

=

11･7･7･T,
)･7.5

-
2
3
9
6
j
t

第
二
啓

三
七
六

亮

二
朗

八
八

即
も
i帝
関

金

範

位

の
l代
償
他

は

二
二
二
九
六

元

な
る
こ
と

を

知
る

｡

然
る
に
'
牛

次

の
改

革
に
よ

-

､
｢
徴

収

換
策
率

ハ常

準
通
貨
ノ
慣
値

刀
六
片
以
て
ト
ナ
--tI,投
ハ
轡
吏
ナ
ク
｣
'

｢
搬

紺

金

単
位

ハ

ノ-･/ィ
､ノ/
LtJI
,りー
〃Pl

.･1
三.EX

′′
.I
"2
'
.コ
ノ
ノバしい
唱
詞..lLI

シ
テ
之
ヲ
換
算
ス
へ
シ
｣
(現
空

海
関
金

濁
世

ハ
有

通
貨
尽
せ
-
1

即
ち
華
興
赤
-

二
･三
九
六
'-
ナ
ル
)
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
'
敢
行
雷

初
か
ら
外
貨
債
値
封
英
六
片
と
き
め
つ
け
ら
れ
ー
且
克
-
之
を
確
保
し
氷
り
た
る
華
興
券
が
骨
つ
て

l
憲
二
片
牢
の
封
英
慣
値
を
名

賀
共
に
維
持
し
た
-
し
償
港
衛
に
封
し

1
割

l
の
割
で
代
位
す
る
と
と
と
な
っ
た
｡
同
時
に
'
嘗
法
幣
も

1
奉

1片
半
の
賓
力
を
喪

失
し
て
封
英
八
片
と
な
り
､
六
片
竿
と
な
つ
て
も
.
六
片
を
割
ら
ざ
る
以
上
は
輸
入
税
通
貨
と
し
て
は
低
然

一
志
二
片
半
待
遇
を
受

け
る
こ
と
と
た
っ
た
J
結
局
簡
捷
幣
が

二
心
二
片
牛
の
資
力
を
有
し
た
-
し
時
代
に
比
し
.
輸
入
稜
は

l
海
関
食
草
仕
毒
に
外
貨
債

値
に
於
て
葦
興
葬
で
あ
れ
ば
十
四
片
牛

か
ら
六
片
に
､
膏
法
幣
で
あ
れ
ば
十
四
片
牛
か
ら
六
片
の
間
下
落
し
た
程
度
丈
'
減
債
し
た

結
果
と
な
っ
た
｡

従
量
税
の
場
合
は
さ
て
措
き
'
従
慣
硯
の
場
合
は
課
税
慣
格
の
算
定
が
重
要
で
あ
る
｡
従
慣
程
は
課
税
慣
柊
と
税
率
と
か
ら
算
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
'関
税
の
計
算
単
位
の
決
定
に
際
し
て
は
同
時
に
'
香
む
し
ろ
其
れ
に
先
ん
じ
て
課
税
債
格
の
計
算
革
位
'
算

定
方
港
が
決
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
こ
れ
白
己
明
白
な
事
理
で
あ
る
｡
右
に
言
っ
た
輸
入
硬
の
減
債
も
課
税
債
格
が
若
し
高

備
に
算
定
せ
ら
れ
る
JJ
と
に
な
れ
ば
輸
入
税
賛
額
に
は
何
等
の
襲
動
な
き
こ
と
に
も
な
り
得
る
｡
是
に
於
て
.
江
海
関
監
督
よ
打
の



江
海
閲
長

へ
の
命
令
に
於
て
'
輸
入
品
の
課
税
慣
格
は
､
外
貨
建
の
場
合
は
ー
先
づ
輩
興
券
連
に
其
の
外
貨
相
場
六
片
に
よ
り
換
算

ヽ
▼
ヽ

L
t
夏
空

馴
速
の
華
興
舞
封
海
関
金
単
位
擬
制
換
算
率
を
以
て
金
単
位
に
換
算
L
t
金
単
位
課
税
慣
格
と
す
る
こ
と
と
し
､
日
本
金

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

蓮
の
場
合
は
上
海
に
於
け
る
相
場
を
以
て
津
幣
に
襖
算
し
.

夏
に
菅
法
簡
封
海
関
金
単
位
擬
制

(公
定
J
換
算
率
を
以
て
金
畢
位
に

換
算
し
､
金
男
位
課
税
債
格
と
す
る
こ
と
と
し
た
.

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

此
の
江
溢
約

度
督
の
命
令
通
-
の
取
扱
で
は
税
収
低
減
を
防
ぎ
得
て
も
外
貨
建
の
第
三
閲
品
と
涛
幣
達
文
は
日
本
風
建
日
本
品
と

の
問
の
碓
侶
税
の
不
均
等
不
公
正
は
'

後
に
明
か
に
す
る
棟
に
､

未
だ
救
済
せ
ら
れ
な
い
の
み
か
､

日
本
品
は
著
し
い
商
機
を
負

婿
す
る
こ
JL
と
な
る
｡
き

J
で
､
江
海
関
で
は
八
月
三
十

一
日
附
小
山
田
行
政
棟
預
司
代
理
の
名
を
以
て
税
関
内
部
命
令
を
重
し
'

海
関
金
券
及
同
小
切
手
の
停
止
､
華
興
券
導
入
の
事
を
徹
底
せ
し
め
る
と
共
に
､
賛
行
上
輸
入
品
課
税
慣
格
算
定
に
あ
た
-
､
外
債

項
に
噸
4-7

億
封
名
瀬
坊
に
僻
-
顔

lLFZゼ
ら
ア
a
(
A
.余
格
付
の
蟹
際
相
場
に
依
-
直
接
金
環
位
に
披
堆

し
､
令
単
相
拭
横
倍
相
と
す

る
こ
と
に
決
岸
L
F
併
せ
て
輸
出
税
韓
口
硯
の
支
梯
に
関
す
る
取
扱
は
維
前
通
-
何
等
歩
更
せ
ざ
る
こ
と
と
し
た
e

税
関
内
部
命
令

一
九
三
九
年
八
月
三
十

一
日

1
九
三
九
年
九
月
1
日
以
降
関
根
及
其
他
ノ
海
関
譜
収
･<
ハ
左
記
規
則
二
徒
ヒ
華
輿
券
又
ハ

法
幣
チ
以
テ
収
納
ス
へ
シ

甲
'
港
閲
金
券
及
同
小
切
手
ノ
収
納
ハ
之
チ
停
止
ス

乙
'
園
棟
支
所
ノ
日
的
ノ
為
二
港
関
金
単
位
チ
換
算
ス
ル
場
合
二
通
用
セ
ラ
ル
ル
率
チ
算
定
ス
ル
ニ
雷
-
テ
ハ
最
低
六
片
ノ
慣
値
チ
有
ス
ル
通
貨

早
便
チ
採
用
ス
ヘ
シ

丙
'
港
関
金
単
位
卜
肇
輿
券
及
法
幣
-
ノ
換
算
率
姐
二
法
幣
卜
華
輿
券
-
ノ
換
賃
率
ハ
毎
日
)J
Iが
セ
テ
ル
へ
シ

丁
'
戻
税
に
関
す
る
事
項

(省
略
)

戊
'
課
枕
償
柊
算
定
ノ
目
的
ノ
焦
二
外
貨
チ
海
関
令
単
位
二
換
算
ス
ル
11苦
り
テ
ハ
倫
敦
金
塊
相
場
二
依
り
決
定
セ
ラ
ル
ル
金
単
位
ノ
賓
際
相
場

江
確
聞
通
貨
の
推
移

第
1
啓

三
七
七

第
二
統

八
九



江
海
関
通
貨
の
推
移

ニ
ヨ
-
直
填
二
右
外
貨
チ
令
単
位
二
換
算
ス
へ
シ

己

輸
出
税
及
拍
口
枕
ノ
支
排
二
閲
ス
ル
収
汲
ハ
従
前
通
-
-
シ
何
等
奨
匿
チ
加
へ
ス

第

F
啓

三
七
八

第

二
批

九

D

課
税
横
棒
算
定
の
JJ
と
は
外
貨
建
の
場
合
斯
様
に
決
っ
た
も
の
の
'
淡
常
在
の
場
合
ー
日
本
風
蓮
の
場
合
は
別
に
考

へ
ら
れ
.

取

扱
方
を
確
定
せ
ら
れ
な
け
ば
な
ら
ぬ
｡
依
っ
て
-
江
梅
錦
に
於
て
は
九
月

1
日
ト
ス
カ

ニ
ー
鑑
定
棺
持
司

の
名
を
以
て
円
部
訓
令
を

'
'
,･
r
'
'

'
'
,･
'
l
'

rEn
J

十
ih
.蒙
り
L鼓
ゝ
コ
r.
ji]摂
RK
]つ
｡抗=
Ji
朝
巨
■〕

ヨ

lEM
-
′
-巨
'J
L･
.夫

･･･
県
!i].N
-Li.㌻
■
h.-)
ヒ
■r
′
LJ
..

鑑
定
課
覚
書

課
穣
償
柊
算
定
ノ
目
的
ノ
馬

ニ
ス
ル
梅
関
金
単
位
換
算
二

相

ス
ル
訓
令

1
九
三
九
年
八
月
三
十

1
日
囲
行
政
根
痛
司
ノ
僚
書
中
ノ
丙
項

二
間
聯
シ
本
課
職
長
ハ
左
記
チ
心
得
へ
シ

甲
'
課
税
慣
椅
算
定
ノ
目
的
ノ
籍
ニ
ス
ル
換
算
't
芹
記
ノ
温
･1
ナ
ス
へ
シ

1
.
外
貨
建
ノ
場
合
ハ
毎
日
蓉
表
セ
ラ
ル
ル

節
ノ
外
貨
ヨ
-
令
単
位
へ
ノ
換
算
栄
二
従
ヒ
直
接
二
同
外
貨
ヨ
-
金
単
位
二
換
算
ス
へ
シ

二
'
法
幣
娃
ノ
脇
合
'1
光
ツ
頂
唆
相
場
ニ
テ
法
幣
ヨ
-
外
貨

二
換
算
シ
而
ル
後
上
記

1
ノ
場
合
卜
同
株
金
単
位
二
換
算
ス
ヘ
シ

711.
回
建
ノ
場
合
ハ

1
､
外
周
向
送
状
チ
有
ス
ル
貨
物
ノ
詑
枕
侶
格

ハ
銀
行
ノ
供
給
ス
ル
囲
ノ
公
定
相
場
こ
テ
直
接
囲
ヨ
-
条
里
せ
こ
換
算
ス
へ
シ

2
'
直
接
二
支
那
向
送
状
チ
有
ス
ル
貨
物
ノ
囲
建
慣
柏
ハ
売
ツ
番
目
/
換
軍
率
ニ
テ
法
幣
二
換
軍
ソ
而
ル
後
前
記
二
ノ
場
合
卜
同
棲
換
算

ス
ヘ
シ

戯
上
の
改
革
に
依

っ
て
江
湛
閲
は
所
期
の
調
整
日
的
を
達
す
る
こ
と
が
出
来
た
｡
椎
新
政
府
命
令
並
に
江
海
関
監
督
の
江
海
関
長

に
封
す
る
命
令
通
-
の
取
扱
弘
で
は
目
的
の
達
成
未
だ
徹
底
し
な
か
つ
た
が
.
江
海
関
内
部

の
命
令
並
に
鑑
定
課
覚
書
に
億
る
賛
際

上
の
取
扱
に
於
て
は
其
れ
が
徹
底
的
と
な

っ
た
.
た
ゞ
'
江
梅
閲
監
督

の
命
令
で
は
聯
移
出
品
の
課
税
憤
格
を
華
興
券
蓮
と
す
る
と

と
と
し
た
が
'
税
関
内
部
命
令
で
は
貰
情
に
鑑
み
輸
出
税
及
轄
口
税
の
頼
政
ひ
に
は
饗
更
を
加

へ
な
い
こ
と
に
あ
ら
た
め
'
輸
出
稔



面
に
華
輿
券
を
導
入
す
る
こ
と
を
差
抵

へ
た
｡
従

っ
て
'
此
の
面
に
於
け
る
計
算
単
位
と
手
交
貨
幣
と
の
剥
離
は
生
じ
な

い
iJ
す
む

こ
と
と
な

っ
た
｡

本
改
革
に
よ
り
達
成
せ
ら
れ
た
所
は
海
関
通
貨
の
入
れ
啓

へ
の
み
な
ら
ず
'
そ
れ
に
件
ふ
各
種
海
関
通
貨

(計
誓
早
世
'
手
交
貨
幣
)

の
間
の
換
算
方
港
の
規
制
と
従
慣
輸
入
税
品
の
課
税
偵
格
算
定
方
法
の
規
制
と
に
よ
る
硯
親

の
調
垂
で
あ
る
｡
左
に
維
新
政
府
命
令

誰
に
江
梅
踊
監
督
の
命
令
に
於
て
意
周
せ
ら
れ
た
所
の
改
革
と
'
江
海
関
内
部
命
令
並
に
鑑
定
課
覚
書
に
伐
-
菅
際
上
決
定
し
た
る

取
扱
ひ
と
を
併
記
し
て
-
後
者
に
調
整
目
的
が
如
何
に
徹
底
的
に
且
章
際
的
紅
蓮
成
せ
ら
れ
た
か
を
示
さ
う
.

碓
新
政
仲

山
命
令
誹
に
江
桁
刑
監
督
の
命
令

ィ
､
華

輿
容
及
壌
抹
照
を
江
梅
的
手
交
堤
伴
と
詔
.ド

'l
.
P
I
.L]′･,｢
.獲
た
.しく
Tリ
L
‖り
三
b.工
一歩
灯用
uL
｣,J
.三
拝
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け
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LじTFJ
J
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､
､
ム湘
多
uU
lロ
つ
県
は
ur;PT..H
･よ

い匹

凪
xヽF･胡
-LJr

｢津
村
､u
E,LP
Lリ
LJ

輸
出
株
軸
目
視
の
計
算
畢
位
と
す
)

二
.
栴
闘
粂
単
位
を
依
然
輸
入
税
徴
収
S
計
算
単
位
と
す

示
､
封
英
大
片
の
華
輿
舞
を
名
目
的
に
封
英

一
志
二
片
牛
と
認
め

て
海
関
食
草
他
を
華
輿
券
に
換
算
す

()
蔀
慧
抄
I17L甫
=
傭
渦
堺
2
139
6
執
)

＼
､
封
英
六
片
以
下

に
下
落
す
る
ま

で
は

嘗

按

博
を
名
目
的
に
封

英

1
志
二
片
牛
と
認
め
て
梅
関
金
単
位
を
奮
法
幣
に
換
算
す

()番
諾
紗
僻
耳
=
2
r39
6
許
諾
jt
)

ト

音
法

幣
が
封
莫

大

片
以
下
に下
落
す
れ
ば
港
関
金
早
世
を
昔

法
幣
に
換
算
す
る
に
あ
た
h
六
片
を
割
っ
た
額
に
相
嘗
す
る

江
海
関
通
貨
の
推
移

汁H
.梅
約
1;
部
命
令
姐
に
鮮
正
課
蟹
書
に
依
る
箕
際
上
の
瓜
破
ひ

イ
'
同

上

コ
P
司

.ヒ

I;
.

敵

陣

肘
枕

の

生

卵
に
怖
す
る
取
扱
ひ
は
弘
前
迅
-
-
し
何
等

変
更
を
加
へ
ず

ニ
'
同

上

ホ
､
同

上

へ
.

同

上

ト
'
同

上

第

Z
啓

三
七
九

第
二
既

九

l



江
潅
閲
通
貨
の
推
移

打
歩
を
附
す
る
も
の
･11す

チ
'
徒
食
輸
入
税
品
の
堤
合
'
蕃
法
幣
が
封
英
六
片
を
割
っ
て
み

る
間
は
其
の
街

に相
富
す
る
板
丈
奮
法
幣
を
以
T
す
る
輸
入

税
は
引
⊥
げ
ら
る

第
三
国
品
も
日
本
品
も
同
断

･1'
縦
侃
輸
入
税
=m
S
蚊
食
.
外
化粗
砕
の
も

山
(邦
三
関
品
)
S
.

良
}も
Fヨヽ
各
pu
tt1
..-1､LL
､ノJ
･h
.dJ

.T1
-
′
､L▲

ここ

許
東
伯
不
ト
ヨ
タ
朝
一.レ
栗

平
刺
戟

/挙

穿
ユ/刀
)
-こ
よ
-
部

づ
聾
摂
券
にこ
頬
貸

し

更
に
ホ
'
-=
従
っ
て
海
関
金
早
世
に
換

算
す

ヌ
'

従

慣

輸

入
税
品
の
場
合
'
接
簡
捷
の
も
の
の
課
税
慣
格
は
従

衆
道
-

へ
t
に
従
っ
て
櫓
関
金
単
位
に
換
算
す

〟
.
雀
慣
輸
入
税
品
の
場
合
､
日
本
固
姪
の
も
の

(日
本
HB
)
の

課
枕
偲
格
は
上
略
に
於
け
る
相
場
を
以
て

一
鷹
法
幣
に
換
質

し
更
に
へ
t
に
従
っ
て
掲
防
食
単
位
に
換
算
す

チ
'

同

第

1
番

三
八

〇

第
二
既

九
二

上

-
.
鳩
慣
輸
入
絹
um
m
指
令
､
外
化虹
延
の
72
の

(節
:Tl商

品
,I,
の
.

課
横
倍
柊
は
偏
封
金
塊
相
場
に
依
り
決
定
せ
ら
る
る
外
貨
よ

-
食
草
位
へ
の
換
質
轟
に
徒
ひ
直
積
同
外
鼓
･L15り
金
単
位
に

換
算
す

ぎ
'
征
償
輸
入
税
品
の
堤
令
.
潅
幣
故
の
も
の
の
課
税
償
格
は
先

づ
市
場
相
場
に
て
法
幣
よ
･E,外
貨
に
換
算
し
､
而
る
後
リ
'

の
場
合
と
同
校
に
金
里
仲
に
換
算
す

ル

'
社
債
輸
入
税
品
の
場
合
'
日
本
脚
連
の
も
の
の
課
粉
償
楯
は
'

支
那
向
送
状
を
有
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
'
允
づ
嘗
日
の
換
算

率
に
て
法
幣
に
換
貨
し
'
而
る
後
ミ

の
場
合
と
同
株
に
金

阜
佃
に
換
算
す

念

の
駕
に
'
本

改
革
に
伐

っ
て
生
じ
た
輸
入
碑
額
並
に
従
慣
輸

入
税
品

の
課
税
僧
格

の
調
整
を
改
革
常

時
の
賛
数

に
近
き
数
値
を

設
け

て
具
鰻
的
に
示
せ
ば
左

の
如
-
で
あ
る
｡
菅
洪
幣

の
封
英
相
場
六
片
を
造
か
に
割

っ
て
三
片
七
五
､
倫
敦
金
相
場
七
硬
九
志
八

片
'
其
れ
に
照
し

て
算
出

せ
ら
れ
た
る
金
単
位
穆
偲

三
四

･
七
五
片
と
す
｡

1
.
従
量
輸
入
税
は
第

三
国
品
､
日
本
品
共
に
法
幣
税
額

に
於

て
六
割

の
引

上
げ
と
な
る
｡
其
の
故
は
､
碓
爽
略
-
)鮮
葛
粉
僻
詩
-

鵬

-
2
.3
9
6
墓

jt

の
換
算
率
が
葦

ru
れ
､

琶

l
元
が

1
雪

片
牛

の
資
力
-

つ
-

笑

っ
て

六
片

ど
こ
ろ
か



六
片
を
造
か
に
割
っ
て
三
片
七
五
と
な
つ
て
も
備

1箭
霞
紗
嘩
詩
=
2
.39
6
洋

魂

･j
t

の
換
算
率
を
以
て
嘗
法
幣
で
従
量
税
が

収
納
せ
ら
れ
､
従
量
輸
入
税
の
債
値
が
酷
-
低
減
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
､

雷
法
幣
が
対
英
六
片
即
ち
葦
興
券
と
の
パ
ー
を
割

っ
て
ゐ
る
以
上
､
其
の
六
片
を
割
っ
て
ゐ
る
額
に
相
嘗
す
る
打
歩
即
ち

6
ヰ
-
3･7
5
年

=
2
.25
年

に
相
嘗
す
る
丈
の
打
歩
を

附
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡

2
12
5
年
+
3
17
5
年

=
0
.6

帥
ち
此
の
打
歩
は
六
割
の
法
幣
税
頻
引
上

げ
に
誓

す
る

(化
書

‥

針酎)O
六
割
引
上
げ
ら
れ
た
る
窟

税
慧

l
窟

金
若

に
つ
き

23
96
jt
X
t
･6
-
3
･8
34
jt
o

二
'
礎
債
輸
入
税
は
法
幣
視
軸
に
於
て
軍

二
図
品
は
約
六
割
引
上
げ
.
日
本
品
は
石
割
八
分
引
下
げ
と
な
る
｡
左
表
に
示
す
壁
雅
の

取
扱
仏
と
江
海
相
円
部
命
令
正
に
鑑
定
課
覚
書
に
依
る
貰
際
上
の
取
扱
仏
と

(
更
に
参
照
の
た
め
に
椎
新
政
府
の
命
令
並
に
江

海
関
監
督
の
命
令
に
於
て
意
閲
せ
ら
れ
た
る
敢
披
仏
と
)
,3
比
較
に
依
っ
て
其
れ
は
明
か
と
た
る
O
上
海
に
於
け
る
却
値
洪
幣

I-上
1⊃
ノ

一U
C
元

訴
臼

化し
て
≡
十
.rT=
片
の
晶
物
に
L
iiJ
税
率
山

割
Jv
帳
設
す
る

9

ーM
.H
l

.ー

聖

甜

T.Ti掛
バ
i'3C.
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撃
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I
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周
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灘
司
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=
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6
十
轟
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山
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JJ
い
ふ

公

式

S
L下
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こ
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J
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繁

..い
れ
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ど

も
'

今

の
場

合
此
の
関
係
脊
髄
成
し
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硯
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を
算
出
す
る
こ
と
と
す
る
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空

曹

m
郎
是

墓

の
輸
,<
品
に
あ
り
て
は
鮎

叩
-1･597
聖

琶

税
都
的
六
割
の
引
上

げ

と
菅

,
是

品
即
ち
法

幣
建
又
は
日
本
圃
蓮
の
輸
入
品
に
あ
り
て
は

(
lo
f

t-4-)
3
7jt
)
l

t
Oj
t
I
O
.58
6
3

即
ち
五
割
八
分
飴
の
引
下
げ
と
な
り
.

雨
着
の
法
幣
税
額
は
こ
･.
に
均
等
公
止
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た

(上
記

ホ
t

へ
､

-
'
チ

､
リ
'
タ
'
ル
参
照
)O

と
に
か
-
居
図
二
十
八
年
九

月
.
,
.
誓
粋
帥
通
貨
は
富
夫

な
る
改
革
を
閲
し
た
.

葦
興

算
の

導
入
'
と
れ
と
即
金
免
換
弁
及
同
･S
切

手
と
の
入
り
巷
-
は
此
の
際
の
江
梅
閑
適
管
の
重
大
な
る
推
移
で
あ
る
｡
然
し
'
華
輿
朱
の
導
入
は
賛
際
上
の
措
置
と
し
て
軽

へ
日

に
終
っ
た
｡
特
に
計
軍

卑
位
と
し
て
は
表
面
に
出
な
い
こ
と
に
な
っ
た
｡
推
移
の
重
鮎
は
む
し
ろ
硯
親
爺
に
課
税
慣
格
の
調
整
を
目

指
し
て
計
算

単
位
た
る
海
関
金
単
位
と
手
交
貨
幣
と
の
換
算
に
巧
綬
且
合
理
的
な
る
仕
組
が
設
置
せ
ら
れ
た
こ
と
に
存
す
る
.
も
ち

ろ
ん
'
六
百
草
花
に
垂
ん
と
し
た
る
華
興
算
敢
行
額
に
鑑
み
て
其
の
江
経
師
通
貨
へ
の
手
交
貨
幣
と
し
て
の
導
入
の
菅
緒
を
見
嬉
し

で
は
な
ら
な
い
｡

三

江
海
関
通
貨

と
し
て
華

輿
券
と
新
法
腎

と

の
代
謝



展
観
二
十
八
年
九
月
の
江
海
関
通
貨
の
改
革
､
畢
興
券
の
導
入
~
特
殊
の
換
算
の
庄

組
の
設
定
は
'
爾
後
嘗
法
幣
の
市
場
相
場
が

六
片
以
下
に
沈
冷
し
て
達
に
比
の
水
干
線
上
に
浮
び
出
づ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
を
惟
ふ
時
~
極
め
て
昔
を
得
た
措
置
で
あ
っ
た

I#
1
1)

こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
｡
此
の
措
置
の
下
に
江
海
関
は
爾
後

1
年
有
四
ケ
月
極
め
て
有
効
適
切
に
其
の
機
能
を
教
輝
し
得
た
.

然
る
に
国
民
政
府
南
京
還
都
'
其
れ
に
つ
ぐ
新
法
博
の
誕
生
は
折
角
の
江
海
関
通
貨
制
度
で
は
あ
つ
た
が
之
を
革
め
ず
に
置
か
な
か

っ
た
｡

民
鯛
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日
南
京
国
民
政
府
は
中
央
銀
行
制
度
並
に
幣
制
を
確
立
す
べ
く

l
切
の
准
備
完
了
の
上
中
央
備
備
銀

行
法
'
額
理
貨
幣
智
行
耕
法
'
叶
堰
基
金
管
理
委
員
食
草
程
'
財
政
部
令
を
蒔
表
し
た
.
新
制
度
は
華
興
商
業
銀
行
の
蚤
行
樺
を
取

滑
し
た
｡
華
輿
券
は
藩
閥
通
貨
と
し
て
も
影
を
浸
せ
ざ
る
を
得
な
-
な
っ
た
D

図
度
政
府
は
中
央
偶

絹
銀
行
法
第
十
八
候
に

｢
中
央
博
傾
銀
行
発
換
券
ハ
中
華
民
国
ノ
汝
幣
ト
ナ
シ
純
利
眼

二
流
通
ス
ル
モ
ノ
ト

ス
｣
､
凝
哩
貨
解
撃
打
桝
沈
滞

一
株
に

｢
閥
民
放
唱

ハ
中
央
楕
伯
笹
口
ニ
食
擁
架
発
行
ノ
特
柿
ヲ
紙
料

ソ
以
テ
漸
次
幣
制
統

一.
ノ
貿
成

ヲ
朋

Tf
:
-

雇

め
て
.
樹
増
枠
杓
は
｡.叩
二
碓
行
脚
の
iJ
釧
ih
l鵬
て
F
邦
の
訪
針
に
裁
い
て
.
敢
掛
繁

簡
朝
窮
緋
世
帯
五
僻
に

J
等
周
r

商

業

銀

行
ノ

費
券
種

ハ
之
ヲ
放
冷

ス
既

二
硬
行

シ
タ
ル
簡
紙

ノ
回
収

二
閃

シ
テ
ハ
別

二
之
ヲ
定
ム
｣
と
言
明
し
'
同
法
第
十

1
債
に

｢
本
鮮
法

ハ
三
十
年

1
月
六
日
ヨ
リ
施
行
ス
｣
と
定
め
て
此
の
日
限
り
華
興
商
業
銀
行

の
聾
行
椎
を
奪
ふ
こ
と
に
決
め
'
い
よ
-

中
央
値
備
銀
行
を
し
て
開
業
せ
し
め
る
に
発
だ
ち
'
二
十
九
年
十
二
月
三
十
日
附
財
政
部
長
岡
併
潅
氏
の
名
を
以
て
.tj海
関
税
務
司

ロ
ー
フ
ォ
ー
ド
宛
左
の
国
民
政
府
行
政
院
財
政
部
訓
令
を
蓉
し
た
｡

中
央
備
備
銀
行
ハ
属
国
fll十
年
1
月
六
zzI南
京
二
於
テ
業
務
チ
開
始
ス
ヘ
キ
虚
政
府
ハ
之
二
兎
換
舞
密
行
ノ
特
欄
チ
賊
輿
シ
整
嘩
貨
幣
習
行
耕
法

第
五
候
及
第
十

T
傭
ノ
規
定
二
依
り
牽
輿
商
米
銀
行
ノ
密
行
欄
モ
亦
属
圃
三
十
年
一
月
大
日
以
後
之
チ
飯
蛸
ス
コ
ト
ー
ナ
レ
-
依
テ
同
日
以
降
南

武
ノ
格
闘
規
的
八
郷
接
ハ
次
ノ
規
定
二
供
ル
へ
シ

(
]
)

凡
へ
テ
帝
展
ノ
梅
関
税
納
入
ハ
中
央
倫
備
銀
行
費
行
ノ
免
換
券
三
伏
ル
へ
シ

江
海
関
通
貨
の
推
移

第

一
巻

三
八
三

第

二
弧

九
五



江
海
鮒
通
貨
の
推
移

第

1
巻

711八
四

第

二
就

九
大

(

二

)

過
渡
的
期
間
申
告
法
幣

(即
チ
中
央
鈍
行
'
中
国
銀
和
及
交
通
銀
行
ノ
免
換
券
)
チ
以
テ
梅
関
税
チ
約
人
ス
ル
モ
ノ
モ
暫
定
的
二
各
梅
園

二
於
テ
従
前
ノ
如
グ
収
受
ス
ル
コ
-
チ
許
容
シ
同
時
二
整
理
化札
幣
暫
行
柳
津
軍

二
傭
二
依
り
新
津
幣
卜
等
慣
ク
ル
チ
許
可
ス

(

三

)

･
華
輿
療
流
通
瓶
ノ
完
全
回
収
ノ
臼
以
後
二
ハ
ペ
ン
ス
ノ
名
義
箆
幣
テ
定
メ
再
ヒ
市
債
二
依
り
新
涼
幣
二
換
算
ス
例
へ
二

海

関
金
取
は
二

シ
-
ソ}ダ
ニ
ペ
ン
ス
中
ノ
換
算
侶
値
11
位
レ
ハ
二
元
八
角
-
ナ
ル
空
7
コ
ノ
二
元
八
角
チ
争
空
ハ
ペ
ン
ス
ナ
ル
名
義
貨
幣

-
ナ
ゾ
吋
1.市
偲

,L
依

り
テ
換
常
シ
テ
新
法
幣
署
干
元
-
ブ

ス

ノ
タ
ル
ー

ー
ノ
同
日
∃
･>
i1
分
桁

.
於
ア
行
.

シ
ム

(換
整
理
近
情
智
行
耕
法
第
三
倍

｢
民
国
二
十
E
l年
十

7
月
三
日
附
公
布
新
化見
解
法
令
二
定
ム
ル
各
種
ノ
法
幣

(以
下
奮
法
幣
卜
稀
ス
)
ハ
嘗
分
ノ

間
中
央
儲
備
銀
行
静
行
ノ
滝
野
卜
等
慣
流
通
チ
認
ム
｣
)O

而
し
て
ー
中
央
僑
備
銀
行
開
業
直
前
民
国
三
十
年

1
月
四
日
間
財
政
部
長
の
名
を
以
て

1
殻

に
向

つ
て
右
訓
令
と
同

t
内
容

の
布
昔

を
畿
し
た
o

こ
れ
に
伐

っ
て
江
海
関
通
貨
と
し
て
葦
興
券
に
新
法
博
が
入
り
替
る
事
が
確
定
し
た
｡
趣
旨
は
原
則
と
し
て
新
法
幣
が
専
ら
湛
閲

手
交
貨
幣
た
る
べ
き
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
'
新
法
幣
は
海
関
通
貨
と
し
て
華
興
券
に
替
る
の
み
な
ら
ず
膏
汝
常
の
碓
位
を

も
奪
は
む
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
､
其
の
地
位
華
興
券
よ
-
ほ
重
-
且
舞
い
｡
過
渡
的
に
は
依
然
嘗
法
幣
の
江
海
関
手
交
貨
幣
た

る
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
'
賛
際
上
華
興
算
に
新
港
幣
が
取
っ
て
替
っ
た
に
過
ぎ
な
い
｡

1
月
十
E
l日
の
日
本
新
聞
は
新
法

髄
浸
透
を
億

へ
て

｢
六
日
よ
-
十

1
日
に
至
る
同
行

(中
央
楠
備
銀
行
)
第

l
期
報
告
に
f
J
る
と
流
通
高
は
粂
換
算
五
百
六
十
草

花
~

補
助
紙
幣
八
十

1
草

二
千
九
百
二
十
七
元
二
角
.
合
計
六
百
四
十

l
寓
三
千
九
百
二
十
七
元
二
角
で
僅
か
六
日
間
に
急
速
な
る
浸
透

力
を
来
し
た
｣
と
報
じ
て
ゐ
る
が
'
此
の
六
百
四
十

l
蔦
飴
元
が
二
十
九
年
十
二
月
三
十

1
日
現
在
華
興
朱
筆
行
商
五
至

ハ
十
五
寓

五
千
盲
二
十
七
元
四
角
を
坊
沸
せ
し
む
る
は
正
し
-
右
の
滑
息
を
物
語
る
も
の
で
は
な
か
と
息
は
れ
る
｡



掌
典
券
は
箪
な
る
名
菓
貨
幣
-三
は
っ
て
､海
関
手
交
貨
幣
の
璽

畳
か
ら
退
場
し
､
江
梅
闘
通
貨
制
度
は
海
関
金
畢
位
を
計
算
阻
位
と

し
'
等
甥
の
新
値iG
胴
法
幣
を
手
交
貨
幣
と
す
る
阜
捕
な
る
'
然
し
僻
然
別
離
し
た
制
度
と
な
っ
た
｡
港
解
が
開
抗
宰
す
る
'
恭
し
等

慣
の
ー
筋
層
桶
地
皆
に
分
裂
せ
る
JJ
と
丈
.uTLJ除
け
ば
'
此
の
税
制
度
は
民
団
二
十
二
年
の
際
柄
改
元
よ
-
二
十
八
年
九
豊
洲
地
の
改

革
迄
の
抑
藍
か
ら
関
金
舞
洪
舞
及
同
小
切
手
と
い
ふ
計
算
旦
位
に
即
し
た
手
交
貨
幣
を
取
り
除
い
た
情
態
に
等
し
い
.
海
関
通
債
は

依
然
別
耕
せ
る
ま
ゝ
に
曾
つ
て
な
か
っ
た
程
度
に
単
純
化
し
た
と
言
っ
て
不
可
は
な
い
で
あ
ら
う
.

(註
!
〓

新
法

幣
の
誕
止
に
光
だ
も
､
丘
凶
二
十
九
年
七
月
十
三
日
脚
財
政
部
訓
令
を
以
T
.
戦
闘
税
収
を
確
保
せ
ん
-
す
る
見
地
か
ら
'
掘

組
合
畢
牡
倍

化

計
算
の
基
礎
を
'
托
抑
せ
ら

れ
て
ゐ
る
億
劫
忠
相
小物
よ
-
引
離
し
て
紙
背
含
相
場
に
移
す
こ
と
に
依
っ
て
､
換
言
す
れ
ば
'
念

単
位

の
外
化LwTl悦
服
を
倫
敢
金
相
場
に
杭
-

て
決
定
せ
ら
る
べ
き

一
食
昇
任
的
合
資
の
賀
際
相
場
に
伐
っ
て
謀
出
す
る
こ
-
を
や
め
て
'
紐
育
金
相
場
に
依

-
T
決
定
せ
JJ
る
ペ
･T,
1
金
m小
甘

荊
奪
還
の
賓
慣
相
川
で
l
依
っ
て
h
L出
す
る
LJ
と
ゝ
す
る
こ
と
に
依
っ
て
'(北
光
令
耗
国
が
純
金

1
オ
ン
ス
の
慌
枯

T竺
一五
米
柏
と
Tl
在
し
て
居
ろ
に
め
.
結
準

こ
し
て
'
G詔

5
x
O
C-i9
3
5
-
G
芦

6
7
72
･=,
に
嘩
㍊
S
JE;J
仕
唱
伯
を
割
付
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
)
7

1L
I
T/
.-
/､
｣ヽ
rJ}

1/
1､'1
､1h
rHJ⊃

-ノ

｣′
一しJ

Lt
J･･J

~
▲
･
LLL.Li′′㍑
=

江

痔

紳

通

牒

の

発

露

か

ら

輩

輿

券
が
蔭
を
残
し
て
退
場
し
新
法
確
が
代
っ
て
登
場
し
て
も
'
輸
入
税
猫
並
に
襟
慣
輸
入
税
晶
の
誹

税
債
格
の
算
出
方
に
は
本
質
関
に
空
中
を
来
し
て
居
ら
な
い
.
社
債
輸
入
税
品
の
課
税
慣
格
算
出
に
は
峯
興
弁
は
結
局
携
さ
は
ら
ぬ

こ
JJ
に
な
っ
て
ゐ
た
し
.
新
制
度
は
何
等
之
に
改
訂
を
加
へ
て
居
ら
な
い
.
輸
入
稗
額
の
寮
出
に
は
聾
興
朱
は
携
さ
は
つ
て
居
た
け

れ
ど
も
､
其
の
計
算
革
位
と
し
て
の
役
割
は
'
表
面
に
出
る
こ
と
な
く

打
歩
附
金
単
位
法
幣
値
の
形
成
に
6
と
い
ふ
激
と
な
っ
て

1
役
演
す
る
文
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡

而
し
て
'
此
の
l
役
丈
は
'

而
し
て
此
の

1
役
と
そ
が
'

そ
の
ま
･･
-
1
月
の
改
革
に
於
て

｢
毎
元
六
片
を
る
名
義
貨
幣
｣
と
し
て
連
る
こ
と
1
な
っ
た
の
で
あ
る
e

伴
っ
て
.1
月
の
改
革
は
輪
T<
噂
朝

の
算
山
方
に
も
亦
饗
革

を
木
し
て
罵
ら
な
い
D
輸
入
柵
和
算
山=
方
の
原
聖
は
億
然
JJ
L
て
鮒
掲
設
例
の
通
-
で
あ
る
｡

紅
海
閲
通
貨
の
推
移

第

7
魯

三
八
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